
特
集
・
市
民
・
地
域
・
行
政
③

は
じ
め
に

西
区
の
人
口
と
医
療
体
制

西
区
医
師
会
休
日
急
患
診
療
所
の
開
設

西
区
医
療
セ
ン
タ
ー

老
人
健
康
診
断

・
老
人
医
療
デ
ー
タ
バ
ン
ク

壮
年
健
診

各
種
事
業
の
評
価

・
西
区
健
康
推
進
協
議
会

い
る
が
、
近
時
、
夜
間
と
休
日
は
診
療
所
が
休

診
と
な
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
た
め
急
を
要
す

る
病
人
の
診
療
が
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
た
。

そ
し
て
休
日
と
夜
間
の
診
療
を
望
む
住
民
の
声

が
高
ま
り
、
一
つ
の
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
西
区
医
師
会

が
他
の
区
に
先
が
け
て
休
日
急
患
診
療
所
の
開

設
に
ふ
み
き
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
六
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

西
区
医
師
会
休
日
急
患
診
療
所

の
開
設

昭
和
四
十
六
年
十
月
、
横
浜
市
内
第
一
号
、
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西
区
の
医
療
事
情

佐
分
利
保
雄

げ
て
い
る
か
に
つ
い
て
以
下
述
べ
て
み
た
い
。

西
区
の
人
口
と
医
療
体
制

内
で
二
番
目
に
高
い
密
度
で
あ
る
。
市
内
で
も

っ
と
も
少
な
い
戸
塚
区
の
四
一
に
比
し
、
実
に

二
・
六
倍
の
診
療
所
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　
な
お
歯
科
診
療
所
は
人
口
一
○
万
対
七
二

で
、
市
内
で
こ
れ
も
中
区
に
つ
い
で
二
番
目
に

多
い
。
市
の
平
均
は
三
七
・
五
、
全
国
平
均
は

三
五
・
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
九
倍

あ
る
い
ぽ
二
・
一
倍
に
相
当
す
る
高
い
密
度
で

あ
る
。
西
区
は
昼
間
人
口
が
多
い
の
で
こ
れ
を

診
療
対
象
に
加
え
て
計
算
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
歯
科
診
療
所
も
比
較
的
高
い
密
度
で
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
医
療
施
設
は
よ
く
と
と
の
っ
て

　
主
と
し
て
開
業
医
を
会
員
と
し
た
医
師
会

は
、
治
療
医
学
に
関
心
が
深
い
の
は
当
然
で
、

病
気
の
予
防
や
公
衆
衛
生
活
動
に
は
さ
ほ
ど
の

興
味
を
示
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
西
区
の
医
師
会
員
は
治
療
医
学
の
殻
に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
昭
和
四
十
六
年
頃
か
ら
地
域
住

民
の
た
め
に
公
衆
衛
生
活
動
を
開
始
し
て
い

る
。
そ
し
て
す
で
に
十
有
余
年
を
経
過
し
た
今

日
も
事
業
の
充
実
と
、
新
し
い
事
業
の
開
発
に

努
力
し
て
い
る
。
市
内
の
他
の
区
に
は
み
ら
れ

な
い
こ
れ
ら
の
事
業
が
い
か
な
る
経
緯
で
発
足

し
、
い
か
に
経
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ

　
西
区
の
面
積
は
六
・
三
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
市
内
で
最
も
小
さ
い
。
人
口
も
八
一
、
〇

四
四
人
（
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
）
し
か
な

く
瀬
谷
区
に
次
い
で
少
な
い
。
し
か
し
人
口
密

度
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
二
、
八

〇
三
人
で
市
内
で
二
番
目
に
高
い
。

　
医
療
施
設
を
み
る
と
、
一
般
診
療
所
の
数
は

人
口
一
○
万
対
一
〇
五
で
横
浜
市
全
体
の
六

二
、
全
国
の
六
六
に
比
し
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
な

い
し
一
・
六
倍
の
密
度
で
、
中
区
に
次
い
で
市

保
健
・
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て

一

‐
は
じ
め
に

二

三
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全
国
大
都
市
で
も
最
初
の
休
日
急
患
診
療
所
が

設
立
さ
れ
た
。
当
時
は
横
浜
市
の
み
な
ら
ず
、

日
本
全
体
に
お
い
て
休
日
急
患
診
療
体
系
が
混

沌
と
し
て
い
た
時
で
、
西
区
医
師
会
の
こ
の
先

駆
的
事
業
は
高
く
評
価
さ
れ
、
以
来
、
横
浜
市

内
各
区
に
休
日
急
患
診
療
所
が
設
け
ら
れ
、
一

〇
年
後
に
鶴
見
区
の
休
日
急
患
診
療
所
が
完
成

し
た
の
を
最
後
に
、
市
内
一
四
区
す
べ
て
に
設

立
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
休
日
に
お
け
る
急
患
の
診
療
が

円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
域
住
民
の
医
師
会
に
対

す
る
信
頼
と
感
謝
の
念
が
増
し
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
西
区
医
師
会
の
地
域
医
療
推
進

の
端
緒
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
西
区
の
休
日
急
患
診
療
所
を
利
用
し
た
患
者

の
数
は
図
－
１
の
よ
う
に
推
移
し
た
。
受
診
し

た
患
者
を
西
区
民
と
西
区
以
外
の
住
民
に
分
け

る
と
、
西
区
民
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
も
っ
と
も

図―１　西区休日急患診療所を利用した

　　　　西区内と西区外の患者数

多
く
、
西
区
以
外
の
人
は
昭
和
五
十
年
に
ピ
ー

ク
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
三
、
六
六

八
人
が
受
診
し
た
。
開
設
以
来
一
〇
年
間
に
お

よ
そ
二
九
、
〇
〇
〇
人
が
受
診
し
た
が
、
昭
和

五
十
五
年
以
降
年
間
二
、
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の

受
診
者
に
な
っ
た
。
各
区
に
休
日
急
患
診
療
所

が
設
立
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
西
区
以
外
か
ら
の

受
診
者
は
次
第
に
減
少
し
、
昭
和
五
十
五
年
に

は
五
八
一
人
に
ま
で
低
下
し
た
が
、
西
区
民
の

利
用
者
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら
横
ば
い
状
態

で
、
一
年
間
に
お
よ
そ
一
、
五
〇
〇
人
の
利
用

者
が
あ
る
。

　
西
区
休
目
急
患
診
療
所
は
、
内
科
と
小
児
科

を
標
傍
し
て
い
る
。
来
所
患
者
は
小
児
科
が
六

〇
～
七
〇
％
を
占
め
内
科
は
二
〇
～
三
〇
％

で
、
残
り
は
外
科
系
な
ど
の
患
者
と
な
っ
て
い

る
。
主
な
疾
病
は
い
わ
ゆ
る
風
邪
症
候
群
と
消

化
器
系
の
病
気
で
あ
る
。

想
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
医

療
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又
併
設
し

た
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
緊
急
災
害
時

の
救
急
活
動
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
調
査
研
究

も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
西
区
医
療

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
「
老
人
健
康
診
断
」

や
「
壮
年
健
診
」
を
計
画
・
実
行
し
た
の
で
あ

る
。
昭
和
五
十
八
年
に
老
人
保
健
法
が
施
行
さ

れ
、
全
国
的
に
老
人
健
診
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
先
駆
と
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
西
区
医
療
セ
ン
タ
ー
の
健
診
事
業
が
、
老

人
保
健
法
立
法
の
参
考
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

老
人
健
康
診
断

西
区
医
療

セ
ン
タ
ー

　
西
区
医
師
会
休
日
診
療
所
が

開
所
し
て
二
ヵ
月
後
の
昭
和
四

十
六
年
十
二
月
に
社
団
法
人
西

区
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
法
人
の
目
的
は
、
西

区
医
師
会
に
代
わ
り
西
区
休
日

診
療
所
を
経
営
ナ
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
に
公
衆
衛
生
思

　
昭
和
四
十
六
年
春
、
西
区
内
の
六
五
歳
以
上

の
老
人
を
対
象
と
し
て
、
新
た
な
地
域
健
康
管

理
方
式
の
樹
立
を
目
的
と
し
て
「
西
区
地
域
医

療
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
会
に
は
西

図―２　老人健康診断受診者（西区医療

　　　　センタ―）

区
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
保
健
所
、

区
役
所
、
東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
が
参
加

し
、
計
画
を
立
て
る
過
程
で
福
祉
事
務
所
、
老

人
グ
ラ
ブ
、
町
内
会
連
合
会
、
神
奈
川
県
保
健

教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
次
々
に
加
わ
っ
て
き

た
。
そ
し
て
何
回
も
検
討
会
が
開
催
さ
れ
た

末
、
「
老
人
健
康
診
断
」
が
昭
和
四
十
七
年
六

月
に
開
始
さ
れ
た
。

　
老
人
健
康
診
断
は
毎
週
金
曜
日
に
西
区
医
療

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
受
診
者
は
年

と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
（
図
―
２
）
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
六
八
六
人
だ
っ
た
が
、
九

年
後
に
は
一
、
三
〇
三
人
受
診
し
た
。
し
か
し

初
診
者
は
年
間
三
〇
〇
～
四
〇
〇
人
で
あ
り
、

残
り
は
再
診
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
現
在

で
は
再
診
者
が
初
診
者
の
倍
以
上
の
多
き
に
達

し
て
い
る
。

　
老
人
健
康
診
断
を
う
け
た
人
が
そ
れ
以
後
毎

年
継
続
的
に
受
診
す
る
割
合
を
し
ら
べ
て
み
る

表―1　老人健康診断の継続受診率
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と
（
表
―
１
）
　
一
年
後
に
は
二
人
に
一
人
が
、

二
年
後
に
四
人
に
一
人
が
、
三
年
後
に
は
五
人

に
一
人
が
、
そ
し
て
四
年
後
に
は
六
人
に
一
人

が
継
続
し
て
受
診
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
一
回
だ
け
う
け
て
以
後
や
め
た
人
が
半
数

を
こ
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

ろ
う
。

老
人
医
療
デ
ー
タ
バ
ン
ク

　
老
人
健
康
診
断
を
毎
週
一
回
行
っ
て
い
る

と
、
各
個
人
の
医
療
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
く

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
情
報
処
理
の
た
め

に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
床
面
と
保
健

衛
生
の
双
方
に
必
要
な
医
療
情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
そ
こ
で
老
人
健
康
診
断
で
得
ら
れ
た
情
報
は

四
種
類
の
シ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
Ａ
シ
ー
ト
に
は

氏
名
、
年
齢
な
ど
、
Ｂ
シ
ー
ト
に
は
既
往
歴
、

こ
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
管
理
お
よ
び
機
密
保
持

に
つ
い
て
は
規
約
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
個
人

の
秘
密
の
漏
洩
に
は
十
分
注
意
が
払
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
調
査
研

究
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
七
年
か

ら
五
十
年
の
四
年
間
に
日
本
公
衆
衛
生
学
会
な

ど
に
合
計
一
六
題
が
発
表
さ
れ
た
。

　
老
人
健
康
診
断
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十

六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
四
三
一
回
実
施
さ
れ

三
、
八
三
九
人
（
延
八
、
九
五
〇
人
）
が
受
診

し
た
。
昭
和
五
十
四
年
～
五
十
六
年
の
三
年
間

に
受
診
し
た
延
三
、
五
四
九
人
に
つ
い
て
診
断

結
果
を
み
る
と
（
表
―
２
）
、
正
常
と
診
断
さ

れ
た
人
と
医
療
を
要
す
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
四
人

に
一
人
、
経
過
観
察
す
べ
き
人
は
三
人
に
一
人

で
、
残
り
は
再
検
査
を
要
す
る
人
で
あ
っ
た
。

壮
年
健
診

表－２　老人健康診断受診者の診断結果

診
断
名
な
ど
、
C
1

シ
ー
ト
に
は
尿
や

血
液
な
ど
の
検
査

結
果
を
、
C
2
シ
ー

ト
に
は
胸
部
Ｘ

線
、
心
電
図
な
ど

が
コ
ー
ド
化
さ
れ

て
神
奈
川
県
立
保

健
教
育
セ
ン
タ
ー

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
入
力
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
二
年
西
区
医
師
会
総
会
で
、
一
会

員
よ
り
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
っ
た
。
「
西
区

医
師
会
は
老
人
健
康
診
断
と
い
う
す
ば
ら
し
い

仕
事
を
し
て
い
る
が
、
老
人
に
な
っ
て
健
診
を

し
成
人
病
の
対
策
を
講
じ
て
も
手
遅
れ
の
感
が

が
参
加
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
三
年

よ
り
壮
年
健
診
が
発
足
し
た
。

　
対
象
は
四
〇
歳
代
に
限
定
し
た
。
検
査
項
目

は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
問
診
と
血
圧
、
精

密
検
査
と
し
て
尿
の
た
ん
白
と
糖
、
血
液
の
糖
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
。
ヘ
マ
ト
ク
リ

ッ
ト
、
尿
表
窒
素
、
そ
れ
に
心
電
図
と
胸
部
Ｘ

線
写
真
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
三
年
か
ら
五
十
五
年
の
三
年
間
に

男
子
四
六
七
人
、
女
子
一
、
三
一
二
人
計
一
、

七
七
九
人
が
受
診
し
た
。
異
常
の
発
生
率
を
み

る
と
高
血
圧
症
の
人
が
一
六
・
九
％
、
尿
た
ん

白
陽
性
者
二
・
七
％
、
尿
糖
陽
性
者
は
一
・
五

％
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
他
に
も
、
ね
た
き
り
老
人
対
策
、
食

生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
活
動
な
ど
種
々
な
企
画

も
実
行
さ
れ
て
い
る
。

各
種
事
業
の
評
価

　
西
区
で
は
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
る
よ
り

一
二
年
前
か
ら
、
現
在
の
老
人
保
健
法
に
基
ず

く
一
般
健
診
と
老
人
健
診
を
実
施
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
先
見
の
明
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
十
八
年
九
月
か
ら
全
市
で
老
人
保
健
法

に
基
ず
く
健
診
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
西
区
の
保
健
体
制
の
特
色
の
一
部
は
失
わ

れ
た
形
と
な
っ
た
荷
長
年
の
実
績
と
経
験
か

ら
、
充
実
し
た
成
人
病
対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
よ
う
。

　
西
区
に
お
け
る
一
〇
余
年
に
わ
た
る
成
人
病

予
防
活
動
の
成
果
を
評
価
す
る
指
標
は
、
何
を

も
っ
て
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
？
成
人
病
を

予
防
し
、
発
病
し
た
場
合
は
早
期
発
見
し
て
適

当
な
治
療
が
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
に
死
亡
率

が
低
下
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
他
の
地
域

図―３　各区の老人の年齢階層別死亡率（70～74歳, 65～69歳

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和54, 55, 56年の平均値）
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六

七

八

あ
る
。
そ
の
前
の
壮
年
期
か
ら
健
診
を
始
め
な

け
れ
ば
成
人
病
の
予
防
が
十
分
で
な
い
。
し
た

が
っ
て
壮
年
健
診
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
。

こ
の
提
言
を
う
け
て
地
域
医
療
班
が
具
体
的
な

検
討
を
お
こ
な
い
、
壮
年
健
診
事
業
に
参
加
す

る
会
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
四
〇
の
医
療
機
関

と
死
亡
率
を
比
較
し
て
み
た
。
六
五
～
六
九
歳

と
七
〇
～
七
四
歳
の
年
齢
階
層
別
死
亡
率
を
昭

和
五
十
四
、
五
十
五
お
よ
び
五
十
六
の
三
年
に

つ
い
て
求
め
そ
の
平
均
値
を
図
示
し
た
（
図
―

３
）
。

　
市
内
一
四
区
の
う
ち
西
区
の
こ
の
年
齢
階
層



別
死
亡
率
は
南
区
、
中
区
に
次
い
で
三
番
目
に

高
か
っ
た
。
横
浜
市
全
体
の
死
亡
率
に
比
し
て

六
％
高
く
、
も
っ
と
も
死
亡
率
の
低
か
っ
た
緑

区
に
比
し
約
二
〇
％
高
い
値
で
あ
っ
た
。
成
人

病
予
防
活
動
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
西

区
の
老
人
に
お
け
る
年
齢
階
層
別
死
亡
率
が
比

較
的
高
か
っ
た
の
は
意
外
で
あ
る
が
、
死
亡
率

に
は
、
そ
の
土
地
や
家
庭
の
環
境
、
個
人
の
収

入
の
多
少
な
ど
多
く
の
因
子
が
関
与
す
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
一
方
健
診
の
受
診
者
が
対
象
人
口

に
比
し
ま
だ
ま
だ
少
な
か
っ
た
の
で
、
死
亡
率

を
下
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
い
か
に
高
い
率
で
健
康
診
断
を
実
施
す

る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

西
区
健
康
推
進
協
議
会

表―３　西区健康推進協議会参加団体名簿

　　　　(昭和58年３月１日現在　順序不同)

　
こ
の
協
議
会
は
昭
和
五
十
七
年
五
月
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
会
の
設
立
趣
旨
は
、
区
内
に
お

い
て
保
健
活
動
を
行
っ
て
い
る
各
種
団
体
の
保

健
活
動
を
総
合
調
整
し
て
、
よ
り
一
層
関
係
団

体
の
連
絡
協
調
を
深
め
、
も
っ
て
区
民
の
意
向

を
反
映
し
た
生
涯
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
医
師
会
を
は
じ
め
保
健
活
動

に
関
係
す
る
各
種
団
体
お
よ
そ
四
〇
の
参
加
の

も
と
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
（
表
―
３
）
。
こ

の
協
議
会
は
五
つ
の
部
会
に
分
れ
て
お
り
、
各

部
会
の
主
な
活
動
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
表
―

４
）
。

①
教
育
広
報
部
会
―
正
し
い
医
療
情
報
を
区
民

に
伝
え
る
こ
と
、
健
康
教
室
を
開
く
こ
と
が
主

な
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
広
報
よ
こ
は

ま
」
に
、
脳
血
管
疾
患
を
防
ぐ
た
め
の
保
健
記

事
を
毎
月
号
に
載
せ
る
外
に
、
衛
生
教
育
用
パ

ネ
ル
の
作
成
展
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
卜
の
配
布
を

お
こ
な
っ
た
。

②
健
康
管
理
部
会
―
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
人

々
の
健
康
診
査
と
健
康
管
理
、
な
ら
び
に
健
康

教
室
を
開
催
し
た
。
他
方
身
障
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
年
二
回
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
開
い
た
。
ま
た
小
企
業
従
業
者
の

健
康
管
理
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

て
、
そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た
。

③
体
力
作
り
部
会
―
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
運
動
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
歩
行
運
動
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
は
か
っ

た
。
運
動
と
脈
拍
、
肺
の
呼
吸
運
動
を
測
定
し

た
。

④
保
健
福
祉
部
会
―
ね
た
き
り
の
障
害
者
や
老

人
を
訪
問
し
相
談
を
う
け
た
。
ま
た
福
祉
事
務

所
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
は
か
る
た

め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し
た
。

⑤
環
境
衛
生
部
会
―
従
業
者
検
診
の
一
層
の
推

進
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
小
企
業
従
業
者
の
健

康
管
理
方
法
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
縦
割
り
行
政
の
中
で
横
の
連

絡
を
密
に
し
よ
う
と
し
た
協
議
会
で
あ
る
が
、

多
方
面
に
事
業
を
拡
げ
、
し
か
も
予
算
が
十
分

つ
か
な
い
の
で
必
ず
し
も
予
期
し
た
成
果
は
上

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
的
を

し
ぼ
っ
て
重
点
的
に
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
衛
生
局
西
保
健
所
長
〉

１　教育広報部会

　　各地区連合町内会・自治会

　　婦人部連絡協議会

　　老人クラブ連合会

　　保健指導員会

　　社会福祉協議会

　　消費生活推進員地区代表会議

　　小中学校Ｐ・Ｔ・Ａ連絡協議会

　　商店街組合連合会

　　消防団

　　各部会長

　　区役所（区政推進課、市民課、福祉課）

　　保健所（庶務課）

２　健康管理部会、

　　医師会

　　医療センター

　　歯科医師会

　　薬剤師会

　　助産婦会

　　学校保健会

　　食生活改善友め会

　　北労働基準監督署（第４方面主任監督官）

　　保健所（庶務課、保健予防課）

３　体力づくり部会

　　体育指導委員連絡協議会

　　体育協会

　　トリム推進協議会

　　青少年指導員協議会

　　青少年団体連絡会

　　中学校体育連盟

　　小学校体育研究会

　　区役所（市民課）

４　保健福祉部会

　　社会福祉協議会

　　民生委員協議会

　　赤十字奉仕団

　　福祉の風土づくりを進める会

　　心身障害者団体連絡会

　　老人福祉推進員

　　医師会

　　区役所（保護課、福祉課、保険年金課）

　　保健所（庶務課保健予防課）

５　環境衛生部会

　　食品衛生協会

　　獣医師会

　　旅館組合

　　公衆浴場組合

　　理容組合

　　美容組合

　　クリーニング組合

　　医師会

　　保健所（衛生課）
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九



表―４　昭和58年度　西区健康推進協議会部会活動計画
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